
（様式第１号） 

番     号 

令和８年８月〇日 

福岡県知事 殿 

申請者  住所 福岡県〇〇市〇町〇番地△－◇ 

     氏名 株式会社○○旅館 

        代表取締役 福岡 一郎 

            

 

福岡県中小企業成長投資・賃上げ応援補助金交付申請書 

 

 令和８年度福岡県中小企業成長投資・賃上げ応援補助金交付要綱（以下「要綱」という。）

第６条の規定に基づき、上記補助金の交付について下記のとおり申請します。 

 なお、福岡県補助金等交付規則（昭和３３年規則第５号）及び要綱第３条第８号に規定す

る福岡県宿泊事業者生産性向上支援補助金の交付要綱で定めるところに従うことを承知の

うえ、申請します。 

 

記 

１ 要綱第３条各号に掲げる補助金名 

  福岡県宿泊事業者生産性向上支援補助金 

２ 補助事業に要する経費 

  １１，３３０，０００円 

３ 補助対象経費 

  １０，３００，０００円 

４ 要綱第３条各号に掲げる補助金の交付決定番号及び交付決定額 

  ８観政第〇〇〇号－〇 ／ ５，０００，０００円 

５ 今回補助金交付申請額 

  ２，５００，０００円 

６ 添付資料 

事業場内最低賃金を時間給換算で 30円以上引き上げる旨の計画書 

（別添様式１）及び当該計画書の根拠資料（賃金台帳の写し） 

 

（注）補助事業に要する経費及び補助対象経費は、要綱第３条に掲げる補助金の交付申請 

書に記載する額と突合すること 

記 入 例 福岡県宿泊事業者生産性向上支援補助金の

交付決定日より後の日付 

補助対象経費収支予算書（様式第１号の５）の

補助事業に要する経費の合計額 

補助対象経費収支予算書（様式第１号の５）の

補助対象経費の合計額 

賃上げ額に応じて以下の方法で算出。 

【補助対象経費×補助率（2/3・3/4）－既交付決定額】 

※ユニバーサルツーリズム対応枠の申請で 60円以上の賃上げを行う場合、 

 10,300,000円×3/4－5,000,000 円 ＝ 2,725,000 円 

 応援補助金の補助上限額が適用されるため、交付申請額は 2,500,000円 



別添様式１ 

事業場内最低賃金引上にかかる計画書 

 

企業名 株式会社〇〇旅館 

事業場内最低賃金

時給換算額  

基準となる  

締日又は支給日  

（ a）  

補助事業終了時直近

の締日又は支給日 

（b） 

賃金引き上げ額  

（ b-a）  

令和８年３月  令和８年○月  

１，０６０  円  １，１２０  円  ６０  円  

 

＜記載要領＞ 

 時給換算額は、次の計算方法で計算してください。 

（基本賃金＋最低賃金の対象となる手当）÷１か月平均所定労働時間 

＊ 最低賃金の対象となる賃金は毎月支払われる基本的な賃金であり、実際に支払われる賃金か

ら次の賃金を除外したものとする 

・ 臨時に支払われる賃金(結婚手当 等) 

・ １か月を超える期間ごとに支払われる賃金(賞与 等) 

・ 所定労働時間を超える時間の労働に対して支払われる賃金(時間外割増賃金 等) 

・ 所定労働日以外の日の労働に対して支払われる賃金(休日割増賃金 等) 

・ 午後１０時から午前５時までの間の労働に対して支払われる賃金のうち、通常の労働時間

の賃金の計算額を超える部分(深夜割増賃金 等) 

・ 精皆勤手当、通勤手当及び家族手当 

＊ 金額の根拠が分かる賃金台帳の写しを添付すること 

 

記 入 例 

添付した賃金台帳の余白部分に

記載した時給換算額と同額とな

っていること 

３０円以上になっていること 



様式第２０号（第５５条関係）

　　氏　　　　　名　　 性　　別

賃　金　台　帳 （常時使用される労働者に対するもの）

手　　　当 控　除　金
賃

金

計

算

期

間

労

働

日

数

労

働

時

間

数

休
日
労
働
時
間
数

早
出
残
業
時
間
数

深
夜
労
働
時
間
数

基

本

賃

金

賃
金

所
定
時
間
外
割
増

小

計

臨

時

の

給

与

賞

与

合

計

実

物

給

与

記載心得
   一  氏名は当該事業場で使用する労働者番号をもつて代えることができる。
   二　残業又は休日労働が深夜に及んだ場合には、深夜の部分の残業労働時間数を深夜労働時間数の欄にも記入すること。
   三　実物給与の欄には、当該賃金計算期間において支給された実物給与の評価額をその種類ごとに記入すること。

令和
８年
４月

〇〇
時間

〇〇
円

〇〇
円

〇〇
円

〇
〇
手
当

〇
〇
手
当

企業名
この従業員の「令和８年４月」時点の「基本賃金＋最低賃金の対象となる手当」の額は【〇〇円】
１か月平均所定労働時間は、【〇〇時間】
時給換算額は【〇〇円です。】



氏 名

日 日 日 日 日 日 日 日

時間 時間 時間 時間 時間 時間 時間 時間

時間 時間 時間 時間 時間 時間 時間 時間

時間 時間 時間 時間 時間 時間 時間 時間

時間 時間 時間 時間 時間 時間 時間 時間

円 円 円 円 円 円 円 円

円 円 円 円 円 円 円 円

〇 〇 〇 手当 円 円 円 円 円 円 円 円

〇 〇 〇 手当 円 円 円 円 円 円 円 円

手当 円 円 円 円 円 円 円 円

手当 円 円 円 円 円 円 円 円 性 別

円 円 円 円 円 円 円 円

円 円 円 円 円 円 円 円

円 円 円 円 円 円 円 円 所 属

円 円 円 円 円 円 円 円

円 円 円 円 円 円 円 円

円 円 円 円 円 円 円 円

円 円 円 円 円 円 円 円

円 円 円 円 円 円 円 円

円 円 円 円 円 円 円 円

円 円 円 円 円 円 円 円

円 円 円 円 円 円 円 円

円 円 円 円 円 円 円 円 職 名

円 円 円 円 円 円 円 円

円 円 円 円 円 円 円 円

円 円 円 円 円 円 円 円

円 円 円 円 円 円 円 円

円 円 円 円 円 円 円 円

円 円 円 円 円 円 円 円

月 月 月 月 月 月 月 月

日 日 日 日 日 日 日 日

様式第20号（第55条）

賃
 
 
金
 
 
台
 
 
帳

賃 金 計 算 期 間 令和８年４月分
20●●年●月●日～
　　　●月●日

20●●年●月●日～
　　　●月●日

所定時間外割増賃金

20●●年●月●日～
　　　●月●日

20●●年●月●日～
　　　●月●日

20●●年●月●日～
　　　●月●日

20●●年●月●日～
　　　●月●日

20●●年●月●日～
　　　●月●日

労 働 日 数

労 働 時 間 数 〇〇

休 日 労 働 時 間 数

時 間 外 労 働 時 間 数

深 夜 労 働 時 間 数

基 本 賃 金 〇〇

手
 
 
当

〇〇

〇〇

小         計 #VALUE! 0 0 0 0 0 0 0

（

常
時
使
用
さ
れ
る
労

 
働
者
に
対
す
る
も
の
）

非 課 税 分 賃 金 額

小         計 0 0 0

臨 時 の 給 与

賞 与

合         計 #VALUE! 0 0 0 0 0 0 0

社
会
保
険
料
控
除

健 康 保 険

厚 生 年 金 ・ 保 険

雇 用 保 険

0 0 0 0 0

差    引    残 #VALUE! 0 0 0 0 0 0 0

控
 
除
 
金

所 得 税

市 町 村 民 税

0 0小         計 0 0 0 0

0 0

0 0

実 物 給 与

印 印

差 引 支 払 金 #VALUE! 0 0 0 0 0

印 印 印 印

企業名この従業員の「令和８年４月」時点の「基本賃金＋最低賃金の対象となる手当」の額は【〇〇円】
１か月平均所定労働時間は、【〇〇時間】、時給換算額は、【〇〇円】です。

領   収 印 印 印
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